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D 21 「 ハ ナ キ リン 」ア ント シ アニ ン 金 属 錯 体の 色 相

○坂 田 佳 子 、片 山　 明（ 京 都女 子 大 －家 政 ）

山 本 好 和 、 梅本 弘 俊（ 日 本ペ イ ント 中研 ）

〔(社) 日本家 政学 会

目 的　 「 ハ ナ キ リ ン 」人 工 培 養 細 胞カ ル ス 中 には 、ア ント シ アニ ン 色 素 とし て は シ ア ニ ジン ー３

－ア ラt'  ノ シ ド の み が 含 ま れ る が 、 フ ラ ボ ノ ール の１種 であ る ケル セ チン ー3-グ ル クロ- ド が 共

存し て い る 。 フ ラ ボ ノ ール 類は 一 般に 紫 外 部 に 極 大吸 収 を もち 、肉 眼 的 には 無 色 で あ る が 、ア

ル ミな どと 錯 体 を 形 成す る と 黄 色 に 発色 す る 。し たが っ て 、媒 染 時 に は ア ント シ ア ニ ン によ る

染 色 物 の 色 相 に 影 響 を 及ぼ す 。 本 研 究 は 、 ケル セ チン ー3－グ ル クロ ニド の 共 存 割 合と 得 ら れ る

染 色 物 の 色相 と の 関 係を 調 べ 、 共 存物 質 を 利 用し て 染 色 物 の 色 相に 変 化 を もた せ るこ と を目 的

とし て 行 っ た もの で あ る 。

方 法　 ア ント シア ニ ン がピ リリ ウ ム カ チ オ ン の形 で 金 属 錯 体を 形 成 す る よ うに す る ため 、基 質

とし ては サ ンド ス ペ ースＳリ キ ッド を 用い て ア ニ オン化 し た セ ロ ハ ンお よ び 絹 を 用い た 。ま た 、
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ル ス 抽 出 液 は 、 ア ニ オン 交 換 樹 脂 で 処 理 し て ケル セ チ ン ー3-グ ル クロ ニド の一 部 ま た は 全 部

取 り 除 い て 抽出 液中 の 共 存 割 合を 変 化 さ せ 、染 色 に 用 い た。

果　 ケ ル セ チ ン ー3－グ ル クロ ニド の 共 存 割 合の 異な る 抽 出 液で 媒 染 染 色し た ア ニ オ ン 化セ ロ

ン の 紫 外 吸 収 ス ペ クト ル を 測定 し 、 系 中 に 生 成し た ア ント シ アニ ン お よび ケル セ チ ン ー３－グ

クロ ニド 金属 錯 体 の 吸 収ス ペ クト ル と媒 染 に 用 い た金 属イ オ ン と の関 係 につ い て 検 討 し た 。

た 、 ア ニ オ ン 化 絹 を 前 述 の 抽 出 液 を 用 い て 媒 染染 色 し 、 色 差 計を 用 い て 色 相を 測 定 し 、Vnrv
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表し て 、 ケ ル セ チ ン ー３－グ ル クロ ニド の 共 存 割 合 が染 色物 の 色 相 に 及ぼ す 影 響 を検 討

ル セ チ ン ー3－グル クロ ニド 金 属 錯 体 の 極大 吸 収 波長 が可 視 部 に 現 れ 、肉 眼 的 に も黄 色

る のは 銅 、 鉛, ア ル ミ の 塩 類を 用 い た 場 合で あ る 。

「 ハ ナキ リ ン 」アント シ ア ニ ン の２ 成 分 系 混 合媒 染

坂田 佳 子 、○片 山　 明（ 京 都女 子 大・ 家 政 ）

山 本好 和 、 梅 本弘 俊（ 日 本 ペ イント 中 研 ）

的　 「 ハ ナキ リ ン 」アント シ ア ニ ンは 、ア ニ オ ン 化さ れ た 基 質 中 では ピ リ リウ ムカ チ

とし て安 定 化さ れ 、 金属 塩類 を用 いて 媒染 し て もカ チ オン の ま ま で キレ ート 化 さ れ る 。

よ う な染 色物 は 色 相 が鮮 明 で あ'0  、 ま た｡金 属 塩 の 種類 に よ っ てさ まざ ま な 色 相 に発 色

るこ と が で き る 。 金属 塩 類 の２成 分 混 合 系で 媒 染 を 行 えば さ ら に 染 色 物 の 色相 に ひろ

を も たせ る こ と が 可能 で あ る 。し かし 、こ の ため に は 、種 々 の金 属イ オ ン 間 のア ント

ニ ン と に対 す る 競 争的 キレ ート 化 反 応に つ い て の 情報 が 必 要 であ る。 本 研 究は こ の よ

情 報 を得 る こ と を目 的 とし て 行 った も の で あ る 。

法　 サン ド ス ペ ースＳリ キ ッド で ア ニ オン 化し たセ ロ ハ ン を 、共 存 す｡る ケル セ チ ン ー3-

ク ロ ニド を イ オ ン 交 換 樹 脂 処 理で 除い たカ ル ス 抽 出 液 で染 色 し 、2 成 分 系 の 組 成 比 の

る 種 々の 媒 染 浴 で 後媒 染 し 、 セロ ハン の 紫 外 吸 収ス ペ クト ル を測 定 し て 極 大吸 収 波 長

め た 。混 合 媒 染 時 の 極大 吸 収 波長 が 各 成 分 単 独 の場 合 の そ れら の 丁 度 真 中 に位 置 す る

、 系 中に は 各 成 分 のア ント シ アニ ン ・ キレ ート 化 合 物 が 等 量 存在 す る と 仮 定し て 、 そ

き の 組成 比 を 求め た 。

果　 上 の よ うな 仮 定 に 基 づ き 、種 々の２成分 混 合 系 につ い て 、 各 成 分の キレ ート 化 合

等 量生 成 す る 組 成 比を 求 め 、 得ら れ た 組 成 比 から 種 々 の 金 属 イ オン の アント シ ア ニ ン

す る反 応 性 の 順 序を 推 定し た 。も っ と も 単 純に 考 え れ ば 、 金属 イ オ ン の反 応 性 は 、 イ

の 荷電 数 が 大 きく 、ま た イ オン 半 径 の 小 さな も の ほ ど 大 きく な る と 期 待さ れ る が 、 キ

ト 化 反 応 にお い て は イ オン が 適当 な 大 き さ をも つ こ と が重 要 で あ る 。


